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広
報
　な
が
い
ず
み

　謹
賀
新
年

　
今
年
は
亥 い

年
で
す
ね
。

元
気
な
町
づ
く
り
を
「
イ
ノ
」
一
番
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
あ
な
た
に
、
み
ん
な
に
、
も
っ
と
"ち
ょ
う
ど
い
い
"
町
が

長
泉
町
の
「
ウ
リ
（
売
り
）」
で
す
!!　

長
泉
幼
稚
園



広報ながいずみ  2019.１.１号 2

謹 賀 新 年
2019年　亥年の決意
～将来を見据え、目標に向け、ためらわず、町民の皆さんと共に前に進んでいきます～

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
31
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
長
泉
町
長
に
就
任
し

て
１
年
２
カ
月
が
経
過
し
、
皆
さ
ま
の

お
力
を
借
り
な
が
ら
、
元
気
な
町
づ
く

り
に
日
々
奔
走
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
た
な
防
災
拠
点
と
な
る

「
長
泉
町
防
災
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

有
事
の
際
の
迅
速
な
体
制
整
備
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
「
な
が

い
ず
み
未
来
ト
ー
ク
」
を
地
域
ご
と
５

回
開
催
し
ま
し
た
。
ご
提
案
を
い
た
だ

い
た
貴
重
な
意
見
に
つ
い
て
は
、
可
能

な
限
り
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
年
は
次
の
７

つ
の
事
項
に
力
を
入
れ
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

①
「
公
園
・
広
場
の
整
備
」

　
町
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
促
す
た
め
に
も
、
新
た

な
公
園
、広
場
の
整
備
や
既
存
の
遊
具・

ト
イ
レ
の
改
修
を
速
や
か
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

②
「
公
共
交
通
の
充
実
」

　
高
齢
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動

手
段
確
保
の
た
め
に
も
、
町
が
整
備
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
充
実
が
重
要

で
あ
り
、
昨
年
、
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク

シ
ー
「
も
も
タ
ク
」
の
試
験
運
行
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
ち
ょ
う
ど

い
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
体
系
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

③
「
生
活
空
間
の
満
足
度
向
上
」

　
地
域
住
民
と
町
職
員
が
地
域
内
を
歩

き
な
が
ら
、
改
善
が
必
要
な
箇
所
を
確

認
す
る「
生
活
空
間
満
足
度
向
上
事
業
」

を
昨
年
に
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

④
「
高
齢
者
支
援
の
充
実
」

　
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や
、
地
域

で
の
見
守
り
活
動
に
、
大
き
な
役
割
を

果
た
す
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
活

動
の
更
な
る
充
実
と
、
会
員
の
増
加
が

図
れ
る
よ
う
、
支
援
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

⑤
「
拠
点
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
の
創
造
」

　
町
や
町
商
工
会
が
進
め
て
い
る
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
に
基
づ
き
、

ま
ず
は
、
下
土
狩
駅
周
辺
の
交
通
結
節

点
機
能
の
充
実
と
魅
力
あ
る
商
業
施
設

な
ど
の
集
積
に
向
け
、
新
た
な
取
り
組

み
を
地
域
の
皆
さ
ま
と
進
め
て
い
き
ま

す
。

⑥
「
企
業
誘
致
・
留
置
の
促
進
」

　
昨
年
の
工
業
団
地
内
の
企
業
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
基
に
、
企
業
が
望
む
支
援

の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
工
業
団
地

に
隣
接
す
る
土
地
の
開
発
可
能
性
調
査

を
行
い
、
新
た
な
企
業
の
誘
致
先
や
既

存
企
業
の
建
て
替
え
な
ど
に
対
応
で
き

る
用
地
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
周
辺
エ

リ
ア
や
新
東
名
高
速
道
路
「
長
泉
沼
津

Ｉ
Ｃ
」
周
辺
エ
リ
ア
へ
の
企
業
誘
致
に

つ
い
て
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

⑦
「
情
報
発
信
力
の
強
化
」

　
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
広
報

の
特
集
ペ
ー
ジ
の
強
化
、
新
た
な
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
に
よ
る
発
信
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

多
様
化
、
職
員
の
情
報
発
信
力
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、
昨
年
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
完
成

し
た
ブ
ラ
ン
ド
シ
ン
ボ
ル
を
活
用
し
て
、

町
内
の
み
な
ら
ず
、
町
外
へ
の
発
信
も

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
結
び
に
、
輝
か
し
い
新
年
が
町
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
夢
と
希
望
に
満
ち

た
素
晴
ら
し
い
１
年
に
な
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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ながいずみの未来は、どんなまち？
みんなで語った、ながいずみの未来。

～町の未来を考える～
町長と語ろう！“ながいずみ未来トーク”を開催しました。
　町では、みんなで町の明るい未来を描く、前向きな話し合いという考えのもと、「町長と語ろう“ながい
ずみ未来トーク”」を、町内を５つの区域に分け実施しました。町長が町の姿についての説明をした後、班
ごとに「あなたに、みんなに、もっと“ちょうどいい”住み続けたいまちづくり」をテーマとして話し合い、
町長と意見交換をしました。
　これからの“ながいずみの未来”について、活発な議論が行われ、さまざまな提案がありました。

町
長
が
町
の
指
標
（
近
隣
自
治

体
と
の
比
較
）、
町
の
課
題
、

ま
ち
づ
く
り
の
重
点
項
目
な
ど

に
つ
い
て
説
明

「町の姿」の説明

当
日
の
流
れ

①
町
の
良
い
と
こ
ろ
、
良
く
し

　
た
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
議
論

③
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表

②�

今
回
の
テ
ー
マ「
あ
な
た
に
、

み
ん
な
に
、も
っ
と“
ち
ょ
う

ど
い
い
”
住
み
続
け
た
い
ま

ち
」
と
な
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
必
要
な
の
か
、

行
政
、
住
民
、
事
業
者
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
考
え
る

④
町
長
と
意
見
交
換

ワークショップ　各会場３～６グループ（１グループ４～８人）
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発表内容／
・�安全・安心で働く場所があるちょうどいい町
・�交通渋滞と働く場
・�地元に戻れる町　子育て編
・�防災情報の発信
・�進もう！未来のわ
・�子育て

発表内容／
・�住民参加で、もっと“ちょうどいい”まち
になるために
・�子どもから大人まで地域の連携がとれたちょ
うどいいまちづくり
・�商店街の活性化
・�暮らしやすい町にするために

発表内容／
・�みんなが集まるちょうどいい場所作り
・�人が集まる町を目指して
・�みんなにちょうどいい交通環境
・�ゆっくり歩きたくなる町
・�交流

発表内容／
・�長泉町　知ってもらうには
・�みんな集まろう！ステキな場所に～魅力ある公園～
・�子どもから高齢者まで生活しやすい生活道路
の良いまちづくり

発表内容／
・�みんなにもっと“ちょうどいい”公共交通
・�災害に強い町を目指して
・�安全なまちづくり

６月23日㈯　下長窪公会堂　48人

７月22日㈰　南一色公民館　23人

８月25日㈯　中土狩第一公民館　32人

９月24日㉁　ベルフォーレ　13人

10月20日㈯　南部地区センター　13人

第２回

第４回

第１回

第３回

第５回
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遠藤�裕香さん（下長窪）
第１回ながいずみ未来トークに参加

良
か
っ
た

100

70％

25％

4％ 1％

50

0
ま
あ
良
か
っ
た

普
通

あ
ま
り

良
く
な
か
っ
た

良
く
な
か
っ
た

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
長
泉
で
す
が
、

こ
の
事
業
の
た
っ
た
２
時
間
で
、

「
こ
ん
な
に
も
私
は
町
の
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
の
か
」
と
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。

　
小
・
中
学
校
で
、
町
の
こ
と
を
た

く
さ
ん
学
び
、
わ
く
わ
く
祭
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
も
参
加
し
ま
し

た
が
、
大
学
生
に
な
っ
た
今
、
昔
と

は
異
な
っ
た
視
点
で
町
長
や
役
場
の

方
、
町
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
の

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
校
生
、
大
学
生
と
成
長
す
る
に

つ
れ
、
町
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
は
無

く
な
り
、
町
の
人
た
ち
と
交
流
し
た

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
り

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

実
際
、
私
も
そ
う
で
し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
れ
か
ら
は
小
・
中
学
生
だ

け
で
な
く
、
町
に
住
ん
で
い
る
限
り

は
高
校
生
、
大
学
生
、
大
人
も
、
こ

の
よ
う
に
町
の
現
状
を
知
り
、学
び
、

人
々
と
交
流
す
る
機
会
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
大
学

で
発
表
の
テ
ー
マ
に
す
る
と
、
他
県

か
ら
来
て
い
る
友
達
や
先
生
に
「
素

敵
な
町
だ
ね
」、「
自
分
も
そ
ん
な
町

に
住
み
た
い
」
と
、
と
て
も
羨
ま
し

が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
改
め
て
こ

の
事
業
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思

い
、
長
泉
町
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を

誇
り
に
感
じ
ま
し
た
。

　
若
者
の
多
い
町
だ
か
ら
こ
そ
、
今

後
の
町
の
あ
り
方
を
大
人
が
話
し
合

う
と
き
に
は
、
ぜ
ひ
、
私
た
ち
学
生

も
混
ぜ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
今
後
も
こ
の
事
業
を
継
続
し
て
ほ

し
い
で
す
。

町
の
現
状
を
知
り
、
こ
の
町
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う

▲▶意見をまとめる遠藤さん

これからの未来を担う学生に、未来トークに参加した感想を聞きました。

県
外
出
身
で
町
を
知
る
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
長
く
住
ん
で
い
る
方
も

同
じ
こ
と
を
課
題
と
考
え
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
良
か
っ
た
で
す
。（
30
代
）

町
の
現
状
や
目
指
し
て
い
る
こ
と
、
各
グ

ル
ー
プ
の
意
見
に
も
町
長
が
自
分
の
言
葉

で
話
し
て
く
れ
た
こ
と
に
好
感
が
持
て
ま

し
た
。
町
の
こ
と
を
前
向
き
に
考
え
る
方
々

と
も
話
せ
た
の
で
、
と
て
も
良
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
40
代
）

町
内
で
の
仕
事
が
少
な
い
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
希
望
す
る
職
種
が

な
い
と
、
若
者
は
流
れ
て
い
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
働
く
場
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
し
た
。（
10
代
）

町
の
素
晴
ら
し
さ
と
伸
び
し
ろ
を
感
じ
ま

し
た
。
進
行
や
時
間
配
分
に
改
善
の
余
地

を
感
じ
ま
し
た
。（
20
代
）

95%の方が「良かった・
まあ良かった」と回答

参
加
者
の
感
想



2019.１.１号  広報ながいずみ7

　今回いただいた提案の中で特に多く意見が上がったものについて、
皆さんにとってもっと“ちょうどいい”と感じられる町になるよう、
継続して取り組みを進めていきます。

■
み
な
さ
ん
か
ら
の
提
案
を
、

　
ま
ち
の
未
来
に
活
用

　
本
年
度
は
、
町
の
最
上
位
計
画
で

あ
る
「
第
４
次
長
泉
町
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
」
の
中
間
年
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
残
り
の
２
年
間
で
の
総
仕

上
げ
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

「
第
５
次
長
泉
町
総
合
計
画
」
策
定

に
向
け
て
の
基
礎
資
料
と
し
て
も
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
貴

重
な
ご
意
見
、
提
案
に
つ
い
て
は
、

町
の
未
来
へ
の
“
貴
重
な
財
産
”
と

し
て
、
事
業
の
拡
充
等
に
向
け
て
検

討
を
進
め
、
必
要
な
も
の
に
対
し
て

は
集
中
的
に
投
資
し
て
い
き
ま
す

●問い合わせ●　行政課　☎989‐5500

町民
×

町政参加

＝

まちを良くする
チカラ

公共交通のこと

・�交通の便が悪い地区などの実態を把握するため、
アンケート調査を実施します。
・�桃沢地区のほか、本宿・竹原地区で公共バスの
実証実験を行います。

情報発信のこと

・�町の情報発信力を強化します。
・�広報ながいずみの特集記事を増やします。
・�ＳＮＳを活用した、若者が町を知る取り組みを
進めます。

公園・広場のこと

・�新しい公園、広場の整備を進め、地域住民と
　一緒に管理する仕組みを検討します。
・�老朽化したトイレを使いやすいファミリー
　トイレに改修していきます。

企業誘致・留置のこと

・�県立静岡がんセンター周辺や、新東名長泉沼津
ＩＣ周辺などへの企業誘致を進めます。

・�既存企業の留置を進めます。

生活道路・歩道のこと

・�歩道の段差解消を進めます。
・�グリーンベルトの設置を拡大します。
・�地域住民と町職員が一緒にまちを歩いて改善を
図る「生活空間満足度事業」に取り組みます。

どう変わる？これからの “ながいずみ”。
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第
19
回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

町
の
部
４
位
入
賞
（
２
時
間
22
分
３
秒
）

第
１
区　
井
出
捺
稀　
　
13
分
15
秒

第
２
区　
小
名
祐
志　
　
６
分
24
秒

第
３
区　
関
口
楓
花　
　
５
分
58
秒

第
４
区　
山
田　
葵　
　
11
分
55
秒

第
５
区　
大
田
黒
太
郎　
20
分
８
秒

第
６
区　
中
村
幸
生　
　
15
分
４
秒

第
７
区　
坂
部
寛
太　
　
11
分
59
秒

第
８
区　
川
口
栞
緒　
　
12
分
３
秒

第
９
区　
露
木
道
麻　
　
５
分
15
秒

第
10
区　
古
瀨
凪
沙　
　
10
分
48
秒

第
11
区　
牧
野
拓
也　
　
14
分
２
秒

第
12
区　
栗
原
佑
輔　
　
15
分
12
秒

計　
２
時
間
22
分
３
秒

小
学
生
１
５
０
０
ｍ
出
場
選
手
／

　
伊
藤　
寛
晟　
４
分
55
秒

　
福
嶋　
桂
依　
５
分
35
秒

監　
督
／
斗
澤
秀
春　

コ
ー
チ
／
寺
内　
茂

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
／

　
勝
俣
愛
理
、大
嶽
公
康
、三
輪
奏
斗
、

　
三
宅
凜
果
、
大
橋
佑
佳
里
、

　
三
輪
拓
斗
、
小
林
翔
大

　
（
敬
称
略
）

　
今
大
会
で
は
、第
４
区
の
山
田
葵
さ
ん

（
区
間
新
記
録
）
と
、
第
９
区
の
露
木

道
麻
さ
ん
（
区
間
タ
イ
記
録
）
の
２
人

が
区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
12
月
１
日
㈯
に
第
19
回
静
岡
県
市
町

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県

庁
前
か
ら
草
薙
陸
上
競
技
場
ま
で
の
12

区
間
を
38
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
が
全
力

で
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
町
の
部
に
は
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

長
泉
町
は
４
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
選
手
た
ち
か
ら
「
多

く
の
方
の
応
援
と
ご
協
力
に
よ
り
、
最

後
ま
で
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
感
謝
の
気
持
ち
が
述
べ
ら
れ
、
斗
澤

監
督
は
「
全
員
が
記
録
を
10
秒
縮
め
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
、
来
年
は
さ
ら
に

上
位
を
目
指
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
チ
ー
ム
長
泉
町
の
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

出
場
選
手
・
記
録
一
覧

２
選
手
が
区
間
賞
を
獲
得
！

●問い合わせ●　体育協会　☎987－5859
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男
女
共
同
参
画
啓
発
講
演
会　
つ
ど
い
長
泉

「
オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、教
師
か
ら
主
夫
に
な
る
」

認
知
症
を
正
し
く
知
り
、
正
し
く
理
解

各
種
講
座
を
開
催
し
ま
す

情報ステーション+プラス

　
現
在
、
高
齢
者
の
７
人
に
１
人
が
認

知
症
と
い
わ
れ
て
お
り
、
10
年
後
に
は

５
人
に
１
人
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
で
は

認
知
症
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め

の
各
種
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
健
や
か
脳
教
室
（
全
３
回
）

　
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
、
予
防
の
た

め
の
軽
運
動
な
ど
の
実
技
を
取
り
入
れ

た
全
３
回
の
教
室
で
す
。
い
つ
ま
で
も

元
気
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
認
知
症
に

つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　
き
／

・
第
１
回
「
認
知
症
予
防
講
演
会
」

　
２
月
２
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

・�

第
２
回
「
認
知
症
予
防
と
運
動
の
効
果
」

　
２
月
14
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時

・�

第
３
回
「
認
知
症
予
防
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
効
果
」

　
２
月
28
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

講　
師
／

・�

第
１
回　
太
田
宏
平
医
師

　
（
花
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

・�

第
２
・
３
回　
内
藤
ル
ミ
子
さ
ん

　
（
健
康
運
動
指
導
士
）

対　
象
／
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

　
（
原
則
、
全
３
回
受
講
で
き
る
方
）

定　
員
／
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

持�

ち
物
／
タ
オ
ル
、飲
み
物
、運
動
靴
、

筆
記
用
具

申
込
期
限
／
１
月
30
日
㈬

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

の
方
へ
の
上
手
な
接
し
方
な
ど
、
地
域

で
認
知
症
の
方
を
見
守
り
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
の
心
構
え
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

と　
き
／
３
月
６
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

定　
員
／
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

申
込
期
限
／
３
月
１
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
長
寿
介
護
課　
☎
989

-

５
５
１
９

と　
き
／
２
月
16
日
㈯

開　
場
／
午
後
１
時

開　
演
／
午
後
１
時
30
分

終　
演
／
午
後
３
時
（
予
定
）

と
こ
ろ
／

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

講　
師
／
宮
本
延
春
さ
ん

　
（
元
高
校
教
諭
・
主
夫
）

演�　
題
／

　

�「
オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、
教
師

か
ら
主
夫
に
な
る
」

　
～
性
別
で
は
決
ま
ら
な
い
役
割
分
担
～

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

入
場
料
／
無
料

※�

入
場
に
は
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

入
場
整
理
券
は
１
月
16
日
㈬
午
前
10

時
か
ら
生
涯
学
習
課
で
配
布
し
ま
す
。

　
（
１
人
２
枚
ま
で
）

■
託
児
を
希
望
す
る
方
へ

対　
象
／

　
１
歳
以
上
の
未
就
学
児

定　
員
／
10
人
（
先
着
順
）

※�
申
込
者
が
３
人
未
満
の
場
合
は
実
施

し
ま
せ
ん
。

保
険
料
（
１
人
）
／
３
０
０
円

※
申
込
時
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
１
月
31
日
㈭

申�

込
方
法
／
入
場
整
理
券
を
受
け
取
る

際
に
託
児
希
望
を
伝
え
る

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
生
涯
学
習
課　
☎
986

-

２
２
８
９

　
24
歳
で
夜
間
定
時
制
高
校
に
進
学
、
27
歳
で
名
古
屋
大
学
に
合
格
、
高
校
教
師
を

経
て
、
現
在
は
主
夫
と
し
て
「
育
児
」「
家
事
」
を
全
面
に
担
う
と
い
う
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
選
択
し
た
、
宮
本
延
春
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
性
別
で
は
決
ま
ら
な
い
役

割
分
担
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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「
豆
ま
き
と
昔
の
遊
び
」
を
開
催
し
ま
す

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

情報ステーション+プラス

参
加
費
／
無
料

※
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

駐
車
場
は
、
旧
軽
自
動
車
検
査
場
跡

地
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
豆
を
ま
き
、
年
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
て
１
年
の
無
病
息

災
を
願
う
「
豆
ま
き
と
昔
の
遊
び
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
な
が
い
ず
み
す
ご
ろ
く

や
紙
芝
居
、
け
ん
玉
な
ど
の
昔
の
遊
び
、

温
か
い
お
汁
粉
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
楽

し
め
ま
す
。

　
家
族
で
参
加
し
て
、
家
庭
に
福
を
招

き
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
２
月
2
日
㈯

　
午
前
11
時
～
午
後
１
時（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
／
割わ

り

狐こ

塚づ
か

稲
荷
神
社

内　
容
／

①
豆
ま
き
（
午
前
11
時
～
）

②
昔
の
遊
び

　
（
す
ご
ろ
く
、紙
芝
居
、け
ん
玉
な
ど
）

③
お
汁
粉
の
サ
ー
ビ
ス

　
（
正
午
～
な
く
な
り
次
第
終
了
）

④
菓
子
ま
き
（
午
後
０
時
30
分
～
）

　
第
17
回
な
が
い
ず
み
子
ど
も
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
左
記
の
皆
さ
ん
が
入

賞
し
、
12
月
9
日
㈰
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

■
最
優
秀
賞
（
1
人
）

・
小
野
由
妃
さ
ん
（
長
中
２
年
）

■
優
秀
賞
（
５
人
）

・
高
橋
蒼
音
さ
ん

�（
加
藤
学
園
暁
秀
初
等
学
校
３
年
）

・
枝
元
紗
愛
さ
ん
（
長
泉
小
６
年
）

・
佐
藤
希
乃
花
さ
ん
（
北
中
１
年
）

・
樋
口
由
良
さ
ん
（
長
中
２
年
）

・
林　
香
穂
さ
ん
（
北
中
３
年
）

■
優
良
賞
（
14
人
）

・
井
上
優
香
さ
ん
（
長
泉
小
１
年
）

・
渡
邊
聡
真
さ
ん
（
長
泉
小
１
年
）

・
吉
山
晃
平
さ
ん
（
長
泉
小
２
年
）

・
村
瀬
遥
希
さ
ん
（
長
泉
小
２
年
）

・
石
塚　
凛
さ
ん
（
長
泉
小
３
年
）

・
会
田
野
乃
和
さ
ん
（
長
泉
小
４
年
）

・
大
沼
咲
姫
さ
ん
（
長
泉
小
６
年
）

・
山
﨑
陽
菜
さ
ん
（
北
小
６
年
）

・
山
本
百
華
さ
ん
（
北
中
１
年
）

・
池
田
結
菜
さ
ん
（
北
中
２
年
）

・
山
本
莉
心
さ
ん
（
北
中
２
年
）

・
杉
山
幸
那
さ
ん
（
長
中
３
年
）

・
鳥
居
小
路
真
友
子
さ
ん
（
北
中
３
年
）

・
中
里
友
亮
さ
ん
（
北
中
３
年
）

問　
町
民
図
書
館　
☎
988

-

７
８
０
１

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
長
寿
介
護
課　
☎
989

-

5
5
1
1

問　
な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会

　
☎
988

-

８
７
８
０
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情報ステーション

information

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
６
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
歯
周
疾
患

検
診
は
、
引
き
続
き
町
内
の
協
力
歯
科

医
療
機
関
で
の
み
、
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
歯
や
口
腔
の
健
康
状
態
を

確
認
す
る
た
め
に
も
、
歯
周
疾
患
検
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対�　
象
／
町
内
在
住
で
平
成
31
年
３
月

31
日
現
在
、
20
、
25
、
30
、
35
歳
お

よ
び
40
歳
以
上
の
方

負
担
額
／

　
３
０
０
円
（
70
歳
以
上
は
無
料
）

受
診
期
限
／
３
月
30
日
㈯

※
検
診
に
は
受
診
券
が
必
要
で
す
。

※�

受
診
券
は
す
で
に
送
付
済
み
で
す
が
、

紛
失
し
た
方
は
再
発
行
の
手
続
き
が

　
接
種
期
限
は
３
月
31
日
㈰
ま
で
で
す
。

対
象
の
方
は
忘
れ
ず
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

対　
象
／
平
成
24
年
４
月
２
日
～

　
平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
接
種
に
は
予
防
接
種
券
が
必
要
で
す
。

※�
接
種
券
は
す
で
に
送
付
済
み
で
す
が
、

紛
失
し
た
方
は
再
発
行
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
、
健
康
増
進
課
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

　
児
童
扶
養
手
当
や
母
子
家
庭
等
医
療

費
助
成
な
ど
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

生
活
自
立
支
援
の
た
め
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
こ
ど
も
未
来
課　
☎
989

-

５
５
７
３

　
町
で
は
、
日
常
的
に
体
操
を
行
う
こ

と
で
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
毎

月
第
３
土
曜
日
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ

て
い
ま
す
。

と　
き
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　
午
前
６
時
30
分
～
45
分（
雨
天
中
止
）

集
合
時
間
／
午
前
６
時
20
分

　
（
開
場
は
午
前
６
時
15
分
）

と
こ
ろ
／

　
長
泉
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※�

直
接
、
都
合
が
良
い
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
各
会
場
と
も

　
駐
車
台
数
に

　
限
り
が
あ
り

　
ま
す
の
で
、

　
徒
歩
、
自
転

　
車
で
の
来
場

　
に
ご
協
力
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

※�

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
７
５

　
日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

全
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
生
活
を
支

え
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
ほ
か
、
事

故
や
病
気
で
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
と

き
の
「
障
害
基
礎
年
金
」、
一
家
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
「
遺
族
基

礎
年
金
」
な
ど
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
加
入
の
届
け
出
の
遅
れ
や

保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
と
、
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少
な
く

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、「
学

生
納
付
特
例
」
や
「
納
付
猶
予
」
な
ど

保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
の
届
け
出
と
併

せ
て
福
祉
保
険
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

手
続
き
の
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
沼
津
年
金
事
務
所

　
☎
921

-

２
２
０
１

　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
３　

歯
周
疾
患
検
診
は
お
済
み
で
す
か

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
増
進

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

Ｍ
Ｒ
混
合
２
期（
麻
し
ん・風
し
ん
）

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
忘
れ
ず
に

「
介
護
保
険
制
度
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す

　
65
歳
に
な
る
と
介
護
保
険
第
１
号
被

保
険
者
に
な
り
、
介
護
保
険
料
な
ど
が

変
わ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
介
護
保

険
の
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

65
歳
に
な
る
方
を
対
象
に
２
カ
月
に
１

回
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

と　
き
／
1
月
22
日
㈫
午
前
９
時
30
分

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

内�　
容
／
介
護
保
険
制
度
・
介
護
保
険

料
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
介
護

予
防
に
つ
い
て

対　
象
／
昭
和
29
年
２
月
２
日
～

　
昭
和
29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
長
寿
介
護
課　
☎
989

-

5
5
1
1

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

ラ
ジ
オ
体
操
で
み
ん
な
元
気
に
！

「
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

支
援
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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情報ステーション

wanted

募
集

　

募
集

　

イ�

ベ
ン
ト
開
催
日
／
４
月
６
日
㈯（
小
雨

決
行
、
荒
天
の
場
合
は
４
月
７
日
㈰
）

と
こ
ろ
／
駿
河
平
自
然
公
園

対�　
象
／

　

�

趣
味
の
手
作
り
品
を
制
作
・
実
演
・

販
売
す
る
「
趣
楽
市
」
の
出
店
者

　
（
20
店
舗
程
度
）

出
店
料
／
１
店
舗
２
０
０
０
円

申
込
期
間
／
１
月
８
日
㈫
～
31
日
㈭

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
出
店

者
を
決
定
し
ま
す
。

　
健
康
な
生
活
を
心
掛
け
て
も
ら
う
た

め
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
家
族
全
員
（
被
保
険
者
）
が

１
年
間
（
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成

30
年
３
月
31
日
）、
医
療
機
関
な
ど
を

受
診
し
な
か
っ
た
世
帯
に
記
念
品
を
贈

り
ま
す
。
今
回
は
１
９
４
世
帯
が
該
当

し
ま
し
た
。

　
生
涯
、
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に

は
病
気
を
早
期
に
発
見
し
、
健
康
な
う

ち
に
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
重
要

で
す
。
年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
な

ど
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問　
福
祉
保
険
課　
☎
989

-

５
５
１
３

　
障
害
の
あ
る
方
、
ま
た
は
そ
の
介
助

す
る
方
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

内
の
町
営
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

使
用
料
を
免
除
し
ま
す
。

申
請
場
所
／
生
涯
学
習
課

持
ち
物
／
障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者

　
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

　
健
福
祉
手
帳
）

■
町
営
駐
車
場
に
つ
い
て

利
用
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～

　
午
後
９
時
45
分

休
業
日
／

　
月
曜
日
（
祝
・
休
日
は
開
業
）

　
12
月
28
日
～
１
月
４
日

※�

午
後
５
時
15
分
以
降
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
が
い
ず
み
２
階
・
夜
間
管
理

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
生
涯
学
習
課　
☎
986

-

2
2
8
9

　
つ
く
し
の
会
で
は
、
町
の
事
業
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
傷
害
保
険
に
加
入
す
る
た
め
、
安
心

し
て
活
動
で
き
ま
す
。今
後
、よ
り
多
く

の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
新
会
員
を
募

集
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対　
象
／
町
内
在
住
で
健
康
な
方

申
込
場
所
／
こ
ど
も
未
来
課

※�

活
動
内
容
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
こ
ど
も
未
来
課　
☎
989

-

５
５
７
３

　
町
で
は
、
桃
沢
川
か
ら
愛
鷹
山
を
考

え
る
会
（
Ｍ
Ａ
Ｃ
）
と
協
働
で
、
桃
沢

　
献
血
者
が
減
少
し
が
ち
な
こ
の
季
節

に
安
全
な
輸
血
用
の
血
液
を
安
定
的
に

確
保
す
る
た
め
、
新
た
に
成
人
を
迎
え

る
若
者
を
中
心
に
、
献
血
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
職
場
や
街
頭
で
行
う
献
血
（
特
に
成

分
献
血
と
４
０
０
ｍ
ｌ
献
血
）
に
積
極

的
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

最
寄
り
の
献
血
ル
ー
ム
／

　
献
血
ル
ー
ム
・
柿
田
川

　
（
サ
ン
ト
ム
ー
ン
柿
田
川
南
側
）

　
☎
０
８
０
０

-

２
０
０

-

８
０
５
５

問　
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
沼
津
事
業
所　
☎
924

-

６
６
１
１

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
つ
く
し
の
会
」

会
員
を
募
集
し
ま
す

さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
in
長
泉

出
店
者（
趣
楽
市
）を
募
集
し
ま
す

　
会
員
が
制
作
し
た
作
品
の
展
示
や
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

と　
き
／
１
月
27
日
㈰　

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ

あ
い
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま
す

国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で

健
康
的
な
１
年
を
過
ご
し
た
世
帯
に

記
念
品
を
贈
り
ま
す

障
害
の
あ
る
方
の

町
営
駐
車
場
使
用
料
を
免
除
し
ま
す

と
こ
ろ
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

内�　
容
／
シ
ル
バ
ー
会
員
が
制
作
し
た

作
品
展
示
、
わ
た
が
し
や
野
菜
の
販

売
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
988

-

２
６
７
０

川
流
域
に
あ
る
水
と
緑
の
杜
公
園
で
毎

年
「
森
づ
く
り
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
自
然
を
守
る
活
動
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

と　
き
／
３
月
2
日
㈯

　

�

午
前
９
時
45
分
～
正
午（
小
雨
決
行
、

荒
天
の
場
合
は
３
月
3
日
㈰
）

と
こ
ろ
／
水
と
緑
の
杜
公
園

集
合
時
間
／
午
前
９
時
30
分

集
合
場
所
／
水
と
緑
の
杜
公
園
駐
車
場

作�

業
内
容
／
園
路
へ
の
木
チ
ッ
プ
の
敷

き
な
ら
し
、
記
念
植
樹

定　
員
／
１
０
０
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
／
軍
手
、
水
筒
、
タ
オ
ル
な
ど

申
込
期
限
／
２
月
15
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
工
事
管
理
課　
☎
989

-

５
５
１
８

森
づ
く
り
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
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bulletin 

board

掲
示
板

掲
示
板

と　
き
／
２
月
23
日
㈯

　
午
前
８
時
～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ
／

　
ス
ノ
ー
タ
ウ
ン
Ｙ
ｅ
ｔ
ｉ

　
（
裾
野
市
須
山
字
藤
原
２
４
２
８
）

対　
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

定　
員
／
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
7
3
0
0
円

　

�（
入
場
料
、
貸
し
ス
キ
ー
用
具
、
保

険
料
、
バ
ス
代
、
指
導
料
を
含
む
）

※�

貸
し
ス
キ
ー
用
具（
板
、ス
ト
ッ
ク
、

ブ
ー
ツ
）
が
不
要
な
方
は
5
5
0
0

円
で
す
。

※�

申
込
時
に
、
お
釣
り
が
な
い
よ
う
に

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
／

　

�

弁
当
、
飲
み
物
、
着
替
え
、
ゴ
ー
グ

ル
、
厚
手
の
帽
子
、
防
水
手
袋
な
ど

申
込
期
間
／

　
1
月
15
日
㈫
午
後
６
時
～
８
時
、

　

�

16
日
㈬
・
17
日
㈭
午
前
９
時
～
午
後

５
時

※�

窓
口
で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
体
育
協
会　
☎
987

-

５
８
５
９

■
陶
芸
の
日

と　
き
／

　
１
月
５
日
㈯
、

　
２
月
２
日
㈯
、

　
３
月
２
日
㈯

　
午
前
９
時
15
分

　
～
11
時
45
分

内�　
容
／

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
陶
器
を
作
成
す
る
教
室

参
加
費
／
１
５
０
０
円

■
絵
画
の
日

と�　
き
／
１
月
16
日
㈬
、２
月
６
日
㈬
、

３
月
６
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

内　
容
／

　
日
本
画
・
水
彩
画
な
ど
を
描
く
教
室

参
加
費
／
５
０
０
円

■
共
通
事
項

と
こ
ろ
／
桃
沢
工
芸
村

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

定　
員
／
各
回
24
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
な
ど

申
込
開
始
／
開
催
月
の
１
日
か
ら

申
込
方
法
／

　
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

問　
桃
沢
工
芸
村　
☎
941

-

８
２
８
０

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�　
長
泉
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

実
行
委
員
会
（
町
商
工
会
内
）

　
☎
986

-

０
６
８
５

な
が
い
ず
み
健
康
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

「
冬
季
ス
キ
ー
教
室
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

「
陶
芸
の
日
」「
絵
画
の
日
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
町
の
特
産
物
で
あ
る
「
ク
レ
マ
チ
ス
」

を
広
め
る
た
め
に
、
ク
レ
マ
チ
ス
の
育

て
方
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。

と　
き
／
２
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ
／
㈲
渡
辺
園
芸

対　
象
／

　
ク
レ
マ
チ
ス
に
興
味
の
あ
る
方

参
加
費
／
５
０
０
円

定　
員
／
20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
／
１
月
31
日
㈭

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
日
比
さ
ん

　

rie.nana.2917@
gm
ail.com

　
HP�https://w

w
w
.facebook.

com
/nagaizum

iClem
atis

ク
レ
マ
チ
ス
の
育
て
方
を
学
ぶ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
第
２
回
）
を

開
催
し
ま
す

と　
き
／
１
月
23
日
㈬

　
午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

と
こ
ろ
／

　
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
静
岡
病
院

　
（
伊
豆
の
国
市
長
岡
１
１
２
９
）

内�　
容
／

　
「
肺
癌
外
科
治
療
」
最
前
線

　

�

～
肺
癌
と
診
断
さ
れ
た
際
の
心
構
え

順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
静
岡
病
院

市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す

か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
ま
で
～

講　
師
／
市
之
川
英
臣
さ
ん

　

�（
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
静
岡
病

院
呼
吸
器
外
科
助
教
）

定　
員
／
１
２
０
人
（
先
着
順
）

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
静
岡
病
院

　
☎
948

-

３
１
１
１

　
事
件
・
事
故
、
不
審
者
な
ど
の
情
報

は
、
た
だ
ち
に
１
１
０
番
通
報
し
、
警

察
官
が
到
着
す
る
ま
で
危
険
を
避
け
て

待
機
し
て
く
だ
さ
い
。

　
緊
急
性
の
無
い
、
相
談
や
落
し
物
の

問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
裾
野
警
察
署
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
裾
野
警
察
署　
☎
995

-

０
１
１
０

と　
き
／
２
月
６
日
㈬
～
10
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※�

２
月
６
日
㈬
は
午
後
１
時
～
午
後
５

時
、
２
月
10
日
㈰
は
午
前
10
時
～
午

後
４
時
ま
で
開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ
／

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

内�　
容
／
墨
の
濃
淡
と
ぼ
か
し
の
技
法

で
描
か
れ
た
墨
絵
65
点
の
展
示

問　
小
野
さ
ん　
☎
971

-

６
４
３
８

「
第
27
回
百
人
一
画
展
」
に

お
越
し
く
だ
さ
い

１
１
０
番
は
緊
急
通
報
で
す
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マイタウン

　県社会福祉協議会が実施する「福祉のまちづく
り絵画コンクール」において、加藤万里愛さん（シャ
ルマン竹原）が最優秀賞である県知事賞を受賞し、
11月８日㈭に町へ報告に訪れました。
　加藤さんは「実際の体験をもとに絵を描いた。
子どもから大人までみんなが笑顔で暮らせるまち
になってほしい」と話しました。

祉のまちづくり絵画コンクール
最優秀賞を受賞福

　11月24日㈯、竹原グラウンドで町サッカー協会
主催の「第34回長泉町小学生サッカー教室」が開
催されました。この日はＪＦＡアカデミー福島の
選手とコーチが直接指導を行い、参加した小学生
はキック・ドリブルの基本技術や工夫した動きの
プレーを教わったほか、ゲームで実戦を交えて動
きを確認していました。

学生を対象に
サッカー教室を開催小

　地域での清掃活動など、環境美化に貢献された
個人や団体などが表彰を受けました。（敬称略）

【個人の部】梶正則（薄原下）、小野繁美（下長窪）
【団体の部】鮎壺区１班、元長窪桃沢クラブ、
　中土狩区東15班

【清掃の日優良区】新屋町上区、本宿区、荻素区、
　薄原下区、東べ南一色区、納米里区

域の環境美化に貢献
環境美化功労者表彰式地

　11月17日㈯、長泉ロータリークラブは米山梅吉
記念館で「親子で知ろう・学ぼう米山梅吉さん
梅吉祭」を開催しました。町が生んだ奉仕の人で
あり、日本で初めてロータリークラブを設立した
米山梅吉さんの生誕150年を記念して開催された
イベントで、米山梅吉さんについて学べる寸劇や
梅吉クイズラリーが行われました。

ってる？梅吉さんのこと
梅吉祭を開催知
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んなの想いを
花火に込めてみ

マイタウン

育てに関する知識を習得
子育てマイスター認定書交付式子

　町では、子育て中の保護者や、託児に興味のあ
る方を対象に「子育てマイスター講習会」を開催
しています。11月30日㈮、全４回の講習を修了し
た方に認定証が交付されました。この認定証は、ファ
ミリー・サポート・センター事業のまかせて会員
の登録要件を満たす証明となります。今回は、９
人の方が子育てマイスターに認定されました。

林商工業者の魅力が集結
長泉町産業祭開催農

　11月25日㈰、健康公園で長泉町の秋の一大イベン
ト「第23回長泉町産業祭」が開催されました。
　会場では、特産品ＰＲプレゼント大会や品評会
出品農産物の即売会、ご当地メンチカツサミット、
優秀技能者の表彰、音楽サークルくいしんぼ～ん
によるミニコンサート、町内の事業所による工業
展などが行われ、多くの方が来場しました。

　11月24日㈯、「町民の、町民による、町民のた
めの花火大会」を合言葉に、長泉町夢花火実行委
員会主催の「第２回長泉夢花火」が開催されまし
た。当日は、天候に恵まれ秋の夜空に約2,000発
の花火が鮮やかに打ち上げられました。また、地
元の若手農家と飲食店がコラボした限定のパンや
汁物の販売も行われ、多くの人で賑わいました。
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長泉長泉も
づ く り
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紹介

“信濃では雪とコタツとお葉漬”

　現在では全国的に栽培されている野沢菜ですが、発祥の地
は長野県です。長野県では毎年11月に各家庭で野沢菜を漬け
る習慣があります。また、県内は温泉地も多く、収穫したて
の野沢菜を温泉で洗ってから漬物にする習慣が多くあります。
温泉で洗うと、葉についた土が離れやすく、しなやかでやわ
らかい野沢菜漬けになります。
　青木村にある沓

くつ

掛
かけ

温泉、田沢温泉の洗い場でも、多くの方
が収穫した大きな野沢菜を洗っている姿を見ることができま
す。11月に青木村を訪れる際は、昼の温かい時間に温泉街を
訪れ、信州ならではの冬の訪れを感じてみてください。

問い合わせ　青木村役場・総務企画課　☎0268-49-0111
姉 妹 都 市 通 信 !Hello青木村から長野県長野県

株式会社ムロフシ 製麺所
所 在 地　下土狩595
創立年月　昭和24年10月
従業員数　24人（内町民12人）　☎055‐986‐ 0336

◀�他企業やラーメン店
とコラボレーション
した商品も多数開発

　従来の製麺機で麺を伸ばすためには少ない水で生地を練
らなければならなかったため、柔らかく、もっちりとした
弾力のある麺を作ることが困難でした。しかし、自社開発
した製麺機では水を多く練り込んだ多加水の生地を均一に
練り上げることができるため、手打ちに近い弾力の麺を作
ることが可能となりました。
　また、おいしい麺には水へのこだわりが必要不可欠です。
軟水である富士山の伏流水を使用することでグルテンの発
生が促され、コシのある麺を作ることを可能にしています。

製品の

事業内容／業務用ラーメン・中華麺の製造
企業理念／
・�安全、安心な商品の製造を心がけ、顧客のニーズに対応でき
る体制作りを行う
・�顧客の繁栄が我が社の繁栄に通じるものであり、顧客と共に
売れる商品およびシステムを作り出す
・�社員が安心して働ける職場を築き、各自が業務を通して資質
の向上を目指す

代表取締役
室伏芳昭さん

　乾麺などの需要の低下から、製麺所として
生き残っていくことへの難しさを感じていま
す。そんな中でも、20～30秒で茹で上がる早
茹でタイプの麺や地域の農産物などを練り込ん
だオーダー麺、他企業・ラーメン店とのコラ
ボレーション商品を開発し、顧客のニーズに
合わせた麺作りを行っています。

こだわりと工夫で常に挑戦を

　他にも約２カ月間日持ちす
る麺を製造しており、災害が
起きたときなど、緊急時にも
便利な商品となっています。
長泉町は水質が良く、食品製
造業にとって恵まれた土地。
今後も、新たな技術や製品の
開発に挑戦していきます。
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協力医が変更される場合がありますので
事前に電話で確認してください。
救急協力医テレホンサービス
☎055－983－0115

沼津夜間救急医療センター
☎ 055－926－8699
沼津市日の出町1－15

三島メディカルセンター
☎ 055－972－0711
三島市南本町4－31

外科・内科・小児科 外科・内科・小児科

　　　　　平　日　20：30～翌朝７：00
土、日、祝・休日　18：00～翌朝７：00

　　　平　日　18：00～22：00
　　　土曜日　14：00～21：00
日、祝・休日　９：00～21：00

月16日〜31日

救急協力医1
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

外　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

内　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

小児科

16日㈬ 遠藤クリニック （975）8801� 清水町久米田 村岡クリニック （954）2000� 沼津市大岡 大橋内科・小児科 （992）2800� 裾野市佐野

17日㈭ 池田病院 （986）1212� 長泉町本宿 今井医院 （921）3211� 沼津市五月町 西村医院 （971）6510� 長泉町下土狩

18日㈮ 山本整形外科・循環器科 （989）8111� 長泉町南一色 花クリニック （987）9145� 長泉町下土狩 坂小児科 （931）3233� 沼津市下香貫前原

19日㈯ 池田病院 （986）1212� 長泉町本宿 池田病院 （986）1212� 長泉町本宿 まるやま小児科 （981）8577� 清水町堂庭

20日㈰ 五十嵐クリニック （934）6700� 沼津市志下
東医院 （921）5520� 沼津市高沢町

南一色セントラル内科 （980）5777� 長泉町南一色
武藤医院 （931）0088� 沼津市三園町
いずみクリニック （993）4760� 裾野市茶畑

すずきファミリー （960）0333� 沼津市一本松

21日㈪ 田中クリニック （992）1881� 裾野市伊豆島田 おおい医院 （922）8886� 沼津市北高島町 よざ小児科 （967）5722� 沼津市原

22日㈫ 大沢クリニック （929）1313� 沼津市若葉町 べっく・クリニック （921）1300� 沼津市西沢田 杉谷小児科 （923）6543� 沼津市筒井町

23日㈬ 松原医院 （962）1496� 沼津市白銀町 本村クリニック （969）0001� 沼津市大塚 坂小児科 （931）3233� 沼津市下香貫前原

24日㈭ 池田病院 （986）1212� 長泉町本宿 あそうクリニック （929）7575� 沼津市筒井町 さくま小児科 （992）6303� 裾野市茶畑

25日㈮ 関外科 （921）2185� 沼津市花園町 杉山（和）医院 （972）3223� 清水町伏見 まるやま小児科 （981）8577� 清水町堂庭

26日㈯ おおしろクリニック （976）0027� 清水町堂庭 沼津リハビリテーション （931）1911� 沼津市上香貫蔓陀ケ原 田中医院 （921）2053� 沼津市高島町

27日㈰ 遠藤クリニック （975）8801� 清水町久米田
山本整形外科・循環器科 （989）8111� 長泉町南一色

大沢医院 （931）1019� 沼津市御幸町
青沼クリニック （929）6205� 沼津市大岡
新井クリニック （992）0811� 裾野市久根

白十字小児科 （933）5111� 沼津市下香貫馬場

28日㈪ こんどうクリニック （925）2420� 沼津市岡宮 薬袋クリニック （933）0148� 清水町徳倉 りゅうじん医院 （988）3133� 長泉町下土狩

29日㈫ 東医院 （921）5520� 沼津市高沢町 清水館医院 （993）2323� 裾野市茶畑 杉谷小児科 （923）6543� 沼津市筒井町

30日㈬ 白石医院 （951）4593� 沼津市市道町 森医院 （966）2017� 沼津市石川 よざ小児科 （967）5722� 沼津市原

31日㈭ 池田病院 （986）1212� 長泉町本宿 清流クリニック （941）8688� 清水町堂庭 西村医院 （971）6510� 長泉町下土狩

耳鼻科
８：00～17：00

20日
㈰

たかひろ耳鼻咽喉科
0545（66）5100　富士市宮島

27日
㈰

つちや耳鼻咽喉科
0545（30）8003　富士市厚原

眼　科
８：00～17：00

20日
㈰

矢田眼科
（962）2006　沼津市三枚橋町

27日
㈰

本多眼科
（931）1519　沼津市御幸町

産婦人科
８：00～17：00

20日
㈰

かまたクリニック
（988）2488　三島市文教町

27日
㈰

ごとうレディース
（992）7111　裾野市伊豆島田

歯　科
９：00～15：00

20日
㈰

梶歯科医院
（994）1344　裾野市石脇

27日
㈰

なかじま歯科医院
（995）1000　裾野市伊豆島田
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12月14日㈮
１歳６カ月児健診で撮影
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